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第 2 の研究として、硫酸塩還元菌の生息環境に着目し、pH 制御による硫化水素発生抑
制の研究を行った。硫酸還元菌の生息に適する pH 領域を避ける操作として、廃棄物の有
効活用を意図して高アルカリである焼却飛灰を用いた pH 調整についてバイアル瓶実験を
行い、飛灰添加による pH 制御の効果と、硫化水素ガスの発生抑制効果を明らかにした。 

































ことを定量的に見出した。これにより浸出水の COD 濃度が 10mg/L 以下になると硫
化水素ガスが発生しにくくなり、廃石膏ボードの埋立槽の安定化指標になることを見
出したことは、これまでに研究事例がなく新規性が認められるとともに学術上の有用
性も認められる。 
さらに本研究は基礎実験、実証実験ののち、実処分場において自然通気埋立槽内
に供給される空気量を測定し、基礎実験で得られた硫化水素を抑えるのに必要な空気
量との差分をコンプレッサーや強制換気ファン等により供給することにより、硫化水
素発生抑制が可能なことを検証した。すなわち基礎実験から応用実験まで、問題解決
検証型研究としても有用性が認められる。 
審査会、公聴会においても質問等に的確に回答ならびに対応した。これらのこと
から総合的に判断して学位論文に値すると判断する。 
